
 

1 

令和７年度 第３回 自立支援協議会 

令和８年３月 23日（月） 資料１-４ 

就労支援部会 報告書 

会議名 第２回 就労支援部会 

開催日時 令和８年２月 17日（火）14時 00分～15時 30分 

開催場所 板橋区役所 南館４階 災害対策室ＡＢ 

出席者数 11名（欠席２名） 傍聴者数 ０名 

 

報告事項（２件） 

議題名 令和７年度 各種連絡会・交流会等の報告について 

概要 

令和７年度に開催した、就労に関する連絡会や交流会等の実施状況について報告した。 

報告内容については以下のとおり。 

（１）チャレンジ就労交流会について 

（２）作業所等経営ネットワーク支援事業の事業所連絡会について 

（３）就労選択支援「ケース報告会」について 

主な意見・ 

回答 

〇チャレンジ就労交流会について 

・チャレンジ就労職員同志で交流する機会はなかなか無いと思うので、こういった交流

会を開催することはいい取組だと思う。 

・アセスメントシートを使用して自己分析するという内容は、すごく重要な機会になっ

たと思う。 

〇作業所等経営ネットワーク支援事業所連絡会について 

・特別支援学校の教材準備等業務委託については、工賃アップにもつながるいい機会だ

と思うので、いろんな事業所に継続的に取り組んでほしい。 

・スマイルマーケットで販売させていただいているが、区民の方々と触れ合うとても貴

重な時間になっている。 

・福祉のマルシェについては積極的に参加できる事業所が増えていくといいと思う。 

自主生産品等については工夫すればもっと売れるものもあると思うので、ぜひいろん

な資源を活用しながら取り組んでほしい。 

〇就労選択支援「ケース報告会」について 

・特別支援学校の２年生のアセスメントは、来年からは就労選択支援事業所が行うと思

うが、どのように運用していくのか関係機関と連携しながら検討していきたい。 

 

議題名 障害者差別解消法オンラインセミナーの周知について 

概要 
令和７年 12 月４日に区内施設で開催した障害者差別解消法セミナー「障がいのある方

と、共に働くことを考える」の動画配信について周知を行った。 

主な意見・ 

回答 

・就労移行支援事業所として参加したが、企業の立場になって改めて障がい者雇用につ

いて考え直すいい機会になった。 

・障がいのある方が参加されており、事業所の選び方等についても発言があったので 

支援者としても勉強になった。 

・障がい当事者としては、一般就職する中で企業の障がいへの理解があったことで安定

就労へ繋がったので、こういった一般就労に関するセミナー等は実施してほしい。 
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協議事項（１件） 

議題名 民間企業における障がい者雇用促進に向けた支援策の検討について 

概要 

民間企業が安心して障がい者雇用に取り組んでいけるよう、板橋区障がい者就労支援 

センターでは、交流会や企業見学会の実施を検討している。 

検討している内容は以下のとおり。 

〇内容（案） 

（１） 特例子会社向けの障がい者雇用における情報交換会・事例研究会 

（２） 企業見学会 

主な意見・ 

回答 

〇質疑・応答 

・特例子会社向けにした理由は何か。 

→特例子会社は中小企業が見学に来ることもあり、障がい者雇用を実施する中で他の企

業を先導する立場だと思う。そういった部分を踏まえて、まずは特例子会社向けに実

施していきたいと思う。 

・現状と課題の部分で「企業内で解消できるものもすべて就労支援センターに相談が来

る」について、どういった事例があるのか。 

→障がい者雇用に関する相談ではなく、一般的な対人面等での相談が増えている。今回

検討している取組内容を実施し、企業内で対応できる部分が増えていけば、障がい者

がより安心して働けるようになると思う。 

〇意見 

・交流会や見学会を通して、障がい者雇用を実施する企業が広がっていくことはすごく

大事なことだと思う。 

・都内の特例子会社等に対して、障がい者雇用に関する交流会を実施していただくこと

は、いいアプローチになると思うが、最終的に区内の障がいのある方と区内の中小企

業がマッチングできるような取組も実施していければいいと思う。 

・他区の就労支援部会では、障がい者雇用を実施できていない企業に対して見学会等を

行い、障がい者施設とマッチング等を行っている事例もあるため、そういった取組も

参考に就労支援部会で連携ができればいいと思う。 

・就労移行支援事業所では、利用者が企業に実習に行くことがあるが、その後の進展が

なく実習のみで関係が終了することがある。それはすごく勿体無い。こういった企業

見学会や情報交換会の場を通して、企業との連携が取れればいいと思う。 

今後の方向

性 
引き続き関係機関と連携しながら、交流会や企業見学会の内容について検討していく。 

 


